
0 





2 

当期は、第３四半期としては、３期ぶりの増収、２期ぶりの増益となっております。 
 
まず、売上高合計は、他事業者向供給の卸供給先減によりガス販売量は減少した
ものの、原料費調整に伴う単価増等による「都市ガス」売上の増加、 電力販売量
の増加による「電力」売上の増加等により、前年同期比１２.５％、１，３５４億円の増
収となり、１兆２,２１４億円となりました。 
 
一方、営業費用は、年金数理差異償却額の減少はあるものの、油価上昇影響等
による都市ガス原材料費の増加、電力販売量増に伴う電力営業費増等により、 
９.０％、９５５億円増の１兆１,５３４億円となりました。 

 
この結果、営業利益は対前年同期比１４１.６％、３９９億円増の６８０億円、経常利
益は１５５.４％、３９８億円増の６５３億円、親会社株主に帰属する当期純利益は、 
１７７.３％、３０９億円増の４８３億円となりました。 
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続いて、この決算のベースとなりました、当社の主力製品であるガス販売量の実績、
および電力販売量の実績についてご説明します。 
 
ガス販売量ですが、全体では対前年同期比▲１．４％、▲１億５千３百万ｍ3減の 
１０９億３千３百万ｍ3となりました。 
 
家庭用は、低気温影響による給湯需要の増加により、４.１％増の２１億６千９百万ｍ
3となりました。 

業務用は、ほぼ前年同期並みで、０．２％増の１９億１千万ｍ3となりました。 

工業用は、発電専用の稼働減により、▲０.７％減の５４億３千万ｍ3となりました。 

他事業者向け供給は、卸供給先の減少により、 ▲１２．４％減の１４億２千４百万ｍ
3となりました。 
 
次に電力販売量ですが、全体では対前年同期比１３．２％、１２億２千６百万ｋｗｈ増

の１０４億９千２百万ｋｗｈとなりました。 
小売は、お客さま件数の増加により１２２．１％増の２９億１千２百万ｋｗｈとなりました。 

その他は、主に卸売ですが、▲４．７％減の７５億８千万ｋｗｈとなりました。 
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トーリングおよびＬＮＧ販売量を含むビジョンベースでのガス販売量実績の内訳を
掲載しております。 



セグメント別に売上高とセグメント利益を前年同期との比較で記載しています。 
 
売上高、セグメント利益ともに、都市ガスセグメントの増加が、全体を押し上げており
ます。 

 



各セグメントの利益増減について、前年同期との比較でお示ししております。 
 
都市ガスセグメント２４１億円増益は、スライド差による▲４２億円の減益があるもの
の年金数理差異償却額の減少などによる固定費▲１９５億円の減少が主な要因で
す。 
 
電力事業の５４億円増益につきましては、小売り件数増に伴い販売量が増加したこ
とにより、粗利が増加したことが主な要因です。 
 
海外事業は、中下流事業におきまして発電所の一時的な計画外停止により稼働が

減少したことによる減益等があったものの、上流プロジェクトであるゴーゴンＬＮＧ販
売開始による利益増等により３８億円増益となりました。 
 
エネルギー関連セグメントでは、器具販売におけるメンテナンス引当金繰入減など
による３６億円の増益があったものの、ＬＮＧ販売におけるスライド差による利益の減

少、エンジニアリングソリューションでの▲１６億円減益等により、セグメント全体では
▲２億円の減益となっております。 
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ここからは２０１７年度通期の見通しについてご説明申し上げます。 
 
２０１７年度通期につきましては、昨年１０月２７日に発表いたしました前回見通しと
の対比で増収増益と見通しております。なお、見通しの前提となる１月以降の経済
フレームは、為替レートは前回から変更せず１ドル１１５円、原油価格については前
回の５５ドルから５ドル引き上げ、1バレル６０ドルと見直しております。 
 
売上高は対前回見通し０．６％、１００億円増の１兆８，０５０億円を見通しております。
これは、ガス販売量の増加による都市ガス事業の１３９億円増収が主な要因です。 
 
営業利益は対前回見通し１０．２％、９０億円増の９７０億円、経常利益は１０．８％、
９０億円増の９２０億円となりました。 
 
当第３四半期に、投資有価証券売却益２９億円を特別利益に、附帯事業設備の減
損損失２３億円を特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は
１１．１％、７０億円増の７００億円の見通しとなりました。 
 
なお、ご参考資料として、原油価格、為替レート変動による粗利影響感度は、資料
１７ページに記載しております。 
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続いて、この見通しのベースとなるガス販売量および電力販売量の見通しについ
てご説明申し上げます。 
 
まずガス販売量ですが、全体として前回見通しとの比較では１．１％、１億６千２百
万m3の増加、その内、気温影響は０．４％、６千６百万m3の増加でございます。家
庭用は１．５％、５千２百万m3の増加、「その他」の増は主に工業用によるものです。 
 
電力販売量につきましては、全体として前回見通しとの比較では、▲１．７％、２億 
４千６百万ｋＷｈの減少と見通しております。 
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ビジョンベースでのガス販売量見通しの内訳を掲載しております。合計では前回見通
しを若干上回る１８９億５千８百万m3を見通しております。 



セグメント別に売上高、セグメント利益の見通しを、前回見通しとの比較で記載して
おります。 

利益の主な増減については、次のページでご説明いたします。 



都市ガスセグメント４８億円の増益は、販売量増加等による粗利３５億円増、諸経費
および減価償却費減少による固定費▲１３億円減によるものです。 
 
電力セグメントの６億円増益は、電力販売量は全体で減少するものの、小売販売
量比率増等に伴う粗利増、および諸経費減によるものです。 
 
海外セグメントの１２億円増益は、新規上流プロジェクトの利益増、等によるもので
す。 
 
エネルギー関連セグメントでは、器具販売における温水システム利益増による１５

億円増益があったものの、エンジニアリングソリューションによる▲１４億円減益、Ｌ
ＮＧ販売におけるスライド差による利益の減少等により、セグメント全体では▲６億
円の減益となっております。 



セグメント別情報を対前年度で比較しておりますので、ご参照ください。 





連結ベースの主要計数を掲載しておりますので、ご参照ください。 
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